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地域医療により大きく貢献！！
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新入職医師紹介

院長コラム／新戦力を迎えて和白病院がめざすもの

特別インタビュー／呼吸器センター統括センター長に就任して

院内ニュース／福岡看護専門学校 おかげさまで開校20周年／ナイチンゲール生誕祭

九州代表として参加！ メディカルラリー／創始者 蒲池真澄 古稀の祝い

介護百人一首

福岡和白病院の基本理念と基本方針
基本理念

基本方針
手には技術、頭には知識、患者様には愛を

1．高 度 医 療

2．チーム医療

3．地 域 医 療

学問的に、技術的に高い水準の医療を提供します。
そのために必要な施設・設備整備の拡充に努めます。
患者様の目線に立った安全で安心できるチーム医
療を提供すべく、急性期医療から、早期リハビリ、退
院支援までニーズに沿った医療を提供します。
いつでも誰でも安心して利用できる、救急医療に重
点を置いた地域の中核病院を目指し、地域の医療・
福祉施設と密接な連携を推進します。

●案内図
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わ
が
服
を
掴
み
離
れ
ず
居
り
し
子
が

　
　
　
　
　今
病
む
わ
れ
の
背
摩
り
呉
る
る

千
葉
県

　新
井 

陽
子

車
椅
子
よ
り
身
を
乗
り
出
し
て
服
選
ぶ

　
　
　
　
　
　
　女
の
目
な
り
卒
寿
の
母
は

岡
山
県

　池
田 

邦
子

イ
ン
ゲ
ン
の
筋
と
り
く
る
る
も
覚
束
な

　
　
　
　
　
　
　母
は
明
日
ホ
ー
ム
に
入
る

大
分
県

　石
吾 

弓
子

ベ
ッ
ド
上
寝
た
き
り
と
な
る
姑（
は
は
）を
見
て

　
　
　
　
　
　
　長
き
葛
藤
御
破
算
と
す
る

山
口
県

　田
中 

和
子

七
十
代
で
脳
血
栓
を
発
症
し
た
母
は
、軽
い
認
知
症

と
手
足
に
麻
痺
が
生
じ
、特
養
ホ
ー
ム
に
入
居
。勤

め
帰
り
に
毎
日
顔
を
出
す
私
に
母
は
満
面
の
笑
顔
。

九
十
歳
の
時
、入
居
者
数
名
で
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物

に
。目
の
色
を
変
え
て
好
み
の
パ
ジ
ャ
マ
を
選
ぶ
母

に「
女
の
性（
さ
が
）」を
見
せ
つ
け
ら
れ
驚
愕
。

申
し
込
み
を
し
て
三
年
半
余
り
。グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

へ
の
入
居
が
突
然
決
ま
り
、複
雑
な
思
い
で
そ
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。器
用
な
母
で
し
た
が
、指
先
も
思

う
よ
う
に
は
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

幼
い
日
、親
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
甘
え
ん
坊
だ
っ
た
娘

が
、世
帯
を
持
ち
母
親
に
な
り
、今
は
病
み
が
ち
な

私
の
世
話
を
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

姑
と
の
同
居
生
活
三
十
五
年
の
間
に
い
ろ
い
ろ
な

事
が
あ
り
ま
し
た
。正
直
、長
く
辛
い
日
々
で
し
た
。

心
身
共
に
強
い
と
思
っ
て
い
た
姑
で
し
た
。今
は
か

な
り
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「NHK介護百人一首」　作品のご応募・お問い合わせ
〒150-8328 東京都渋谷区宇田川町41-1 NHKサービスセンター「NHK介護百人一首」係

インターネットでも応募はこちらから http://www.nhk.or.jp/heart-pj/event/
TEL 03-3464-5601（受付時間：平日午前10時から午後6時30分）
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放
射
線
科
　
放
射
線
科
部
長

宮
崎
医
科
大
学

特
に
な
し
。

趣
味
ま
せ
ん
（
笑
）

おち　　あい　　れい　　 じ

役
に
立
つ
放
射
線
科
医
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
時
に
戦
う
放
射

線
科
医
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
お
許
し
下
さ
い
。

氏名

所
属
部
署

出
身
大
学

趣
　
　
味

ひ
と
こ
と

氏名

出
身
大
学

趣
　
　
味

ひ
と
こ
と

　
当
院
に
新
し
く
11
名
の
医
師

が
入
職
致
し
ま
し
た
。

　
皆
様
に
一
言
を
そ
え
て
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

　
当
院
に
新
し
く
10
名
の
研
修

医
が
入
職
致
し
ま
し
た
。

　
皆
様
に
一
言
を
そ
え
て
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

入
職
医
師
紹
介

研
修
医
紹
介

新

大　塚　頼　隆

循
環
器
内
科

　
循
環
器
内
科
部
長

久
留
米
大
学

ス
ポ
ー
ツ

おお　　つか　　より　　たか

冠
動
脈
形
成
術
が
専
門
で
す
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
で
お
悩
み

の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。

井　上　聖二郎

放
射
線
科

熊
本
大
学

ト
レ
イ
ル
ラ
ン

※

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
一

　
種
で
、
舗
装
路
以
外
の
山
野

　
を
走
る
こ
と

いの　　うえ　　せい じ ろう

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
ま

し
た
ら
、
幸
い
で
す
。
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

関　村　　　敦

呼
吸
器
外
科

名
古
屋
市
立
大
学

ラ
リ
ー
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

せき　　むら　　　　　あつし

肺
癌
治
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
、
鋭
意
修
練
の
毎
日
で

す
。
患
者
様
と
そ
の
家
族
に

と
っ
て
の
ベ
ス
ト
な
治
療
の
提

案
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

井　上　展　聡

神
経
内
科
　
神
経
内
科
部
長

福
岡
大
学

ド
ラ
イ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ

いの　　うえ　　ひろ　　さと

一
人
一
人
の
患
者
様
に
合
わ
せ

た
細
や
か
な
診
療
を
心
掛
け
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

玉　置　裕一郎

脳
神
経
外
科

熊
本
大
学

野
球
、
バ
ス
ケ
、
電
子
小
物

万
年
筆

たま　　おき　　ゆういちろう

平
成
22
年
４
月
よ
り
和
白
病
院

に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
脳
神
経

外
科
疾
患
を
中
心
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科
　
専
修
医

佐
賀
大
学

車
、
ゴ
ル
フ

佐
賀
大
学
の
心
外
医
局
か
ら
派

遣
で
４
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
大
変
仕
事
が
し
や

す
い
環
境
で
助
か
り
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

外
科

旭
川
医
科
大
学

ス
キ
ュ
ー
バ
、
ゴ
ル
フ
、
釣
り

消
化
器
外
科
、
救
急
外
科
、
消

化
器
癌
（
胃
癌
、
大
腸
癌
）
を

中
心
に
診
療
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
救
急
疾
患
に
も
対
応
致

し
ま
す
。

田　口　文　博

内
科
　
内
科
部
長

九
州
医
学

車
の
運
転
。
い
わ
ゆ
る
ド
ラ
イ

ブ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 た 　　ぐち　　ふみ　　ひろ

17
年
間
新
宮
・
古
賀
に
住
ん
で

い
て
、
飯
塚
に
通
勤
し
て
い
ま

し
た
。
通
勤
は
便
利
に
な
り
ま

し
た
が
、
運
転
が
少
し
物
足
り

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。櫨　山　尚　憲

外
科

自
治
医
科
大
学

ピ
ア
ノ
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

はぜ　　やま　　たか　　のり

外
科
疾
患
を
中
心
に
診
療
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

原　田　　　啓

脳
神
経
外
科

山
口
大
学

野
球

はら　　 だ 　　　　　　けい

脳
卒
中
、
頭
部
外
傷
の
診
療
、

手
術
と
脳
血
管
内
治
療
を
専
門

に
し
て
い
ま
す
。
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

小 牧 聡 一

佐
賀
大
学

お
酒
を
飲
む
こ
と

　こ 　まき　そう　いち

宮
崎
県
出
身
で
す
。
大
学
で
は

ヨ
ッ
ト
部
で
し
た
。
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
で
す
。

齋 藤 万 有

熊
本
大
学

買
物
、
ド
ラ
イ
ブ
、

バ
ス
ケ
、
空
手

さい　とう　ばん　ゆう

地
元
福
岡
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。
早
く
仕
事
を
覚
え
て
頑
張
り

ま
す
。

鳥 越 嗣 隆

帝
京
大
学

食
べ
る
事
、
旅
行
、

楽
器
（
ベ
ー
ス
）

とり　ごえ　ひで　たか

久
留
米
出
身
で
す
。
脳
外
科
志
望

で
す
。
結
構
マ
イ
ペ
ー
ス
な
人
間

で
す
。

古 江 直 也

久
留
米
大
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ふる　 え 　なお　 や

分
か
ら
な
い
こ
と
が
、
ま
だ
多
い

で
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

山 城 直 嗣

熊
本
大
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー やま　しろ　なお　つぐ

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山 本 尚 輝

広
島
大
学

旅
行

やま　もと　なお　 き

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
た
め
、
皆
様
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
下
さ
い
。
頑
張
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

池 邊 賢 一

熊
本
大
学

テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
映
画
、
旅
行 いけ　 べ 　けん　いち

自
分
の
理
想
の
医
師
像
へ
向
け

て
、
一
歩
ず
つ
学
ん
で
い
き
充
実

し
た
２
年
間
の
研
修
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

梶 原 真 仁

久
留
米
大
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

かじ　はら　まさ　ひと

社
会
人
１
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
迷
惑
を

掛
け
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

来 間 裕 一

琉
球
大
学

ゴ
ル
フ
、
マ
ラ
ソ
ン
、

サ
ッ
カ
ー

くり　 ま 　ゆう　いち

沖
縄
か
ら
来
ま
し
た
。
活
気
あ
る

和
白
病
院
に
負
け
な
い
よ
う
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

河 野 通 暁

久
留
米
大
学

運
動
・
音
楽

こう　 の 　みち　あき

研
修
医
１
年
目
で
、
ま
だ
ま
だ
慣

れ
な
い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
す
が
、
日
々
成
長
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
の
で
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

吉　武　秀一郎
よし　　たけ　　しゅういちろう

三　好　　　修
　み 　　よし　　　　　おさむ
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特別インタビュー 福岡和白病院 院長コラム 福岡和白病院

呼吸器センター
統括センター長に就任して

新戦力を迎えて
和白病院がめざすもの

この度、16年間勤めた産業医科大学第二外科教授職

を辞し、社会医療法人財団池友会に呼吸器センターを

構築すべく、赴任して参りました。

自己紹介をかねてご挨拶申し上げます。

昭和44年に九州大学医学部を卒業、１年間の一般外

科研修を別府の温泉治療学研究所で受けた後、九州大

学胸部疾患研究所で２年間、その後新設の九州がんセ

ンター呼吸器部で９年間、九州大学第二外科で７年間、

新設の松山赤十字病院呼吸器センターで４年間、北九

州市立医療センターで新設の呼吸器外科部門で２年間

を過ごした後、平成６年に今回退職した産業医科大学

第二外科において呼吸器外科を中心にした診療・教育・

研究に従事して参りました。

平成20年に第49回日本肺癌学会会長、平成21年に

第26回日本呼吸器外科学会会長を勤めさせて頂いた経

験から、私に与えられた任務は池友会の中で肺癌をは

じめとする呼吸器外科疾患に対する専門的治療基盤を

作るということで、そのために二人の呼吸器外科専門

医と一緒に参りました。

一人は宗 哲哉氏。 新小文字病院　呼吸器外科部長で、

私自身の本拠地は新小文字病院に置き、宗君とともに

門司地区を中心とした北九州の患者さんへの医療を展

開するつもりです。

もう一人は能勢 直弘氏。 新行橋病院　呼吸器外科部

長で、こちらも私が出向いて能勢君とともに行橋、京

筑地域の患者さんを対象に呼吸器外科の専門医療を提

供していきます。

福岡和白病院には既に私どもの仲間である吉松 隆

氏・呼吸器外科部長が一足先に呼吸器外科部門を立ち

上げておられますが、今後は全員で協力しながら各病

院の呼吸器センターの構築を計っていきますのでどう

ぞよろしくお願い致します。

呼吸器外科の対象となる疾患は肺癌の他に自然気胸、

転移性肺腫瘍、縦隔腫瘍、胸部外傷、胸膜中皮腫、肺

良性腫瘍、気管腫瘍などがあります。その他、難治性

の炎症性疾患（肺化膿症、気管支拡張症、膿胸、壊死

性降下性縦隔炎など）も対象となります。

お困りの時にはいつでもお気軽にご相談下さい。特

に、肺癌に対しては手術非適応の進行癌に対しても進

歩の著しい化学療法を行って参ります。

呼吸器外科疾患に対する専門的治療基盤を作る
今年も福岡和白病院に140数名の多くの新人に入

職していただき、このような忙しい病院を自ら選択

された皆さんを歓迎すると共に敬意を表します。

われわれの病院にとって、今年の４月に２つ大き

な出来事がありました。最初は、池友会４病院が社

会医療法人に認定されたことです。福岡和白病院は

救急医療と災害医療で認定されて税制面での優遇

措置を受けることになりますが、公益性の高い民間

病院として、これまで以上に地域医療と救急医療で

中心的な役割を担うことが求められています。

次は、診療報酬改定が10年ぶりにプラス改定に

なったことです。プラス改定とはいえ、財源は限ら

れており、入院で言えば改定財源の4400億円は、

13兆円に上る入院医療費から言えば決して多くあ

りません。しかし、今回の改定のポイントは、重点

課題を「救急、産科、小児科、外科の医療再建」と「急

性期病院の勤務医負担軽減」の２点に焦点を絞り、

メリハリを付けていることです。今後和白病院に大

きく影響すると思われるのは、１つはＤＰＣ新機能

係数の登場で、問われるのは「病院の実力」であり、

いよいよ競争の時代になっていることを感じます。

次に人手のかかる大きな手術の点数を大幅に引き

上げたことです。わたし自身患者さんの救命のため

に、過酷な心臓血管外科に長年携わってきました

が、今回のこの改訂を高く評価したいのは、病院の

経営的視点よりも、技術を自信の拠り所としてきた

日本中の外科医、今から外科医の進路を選択しよう

としている若い医者や学生のみならず、日頃手術に

携わっているスタッフにとっても大きな励みにな

ると思うからです。

以上を背景に新戦力を迎えて、これからの未来型

病院を目指す条件としてのキーワードは、仕事に関

係する人全てに選ばれることではないでしょうか？

魅力的な病院として、患者さんやスタッフ、周辺

の病院・診療所、救急隊はもちろん、銀行や行政か

らも選ばれることです。アメリカの医療界にはNo 

Margin, No Mission （利益なくして、果たせる使

命なし）という言葉がありますが、これからは患者

さんの身になった質の高い医療を実践するために

も、経営の質が問われる時代になっているからで

す。健全な経営のもとにスタッフが生き生きと精力

的に働ける明るい病院をめざしたいものです。

安元 公正
社会医療法人財団 池友会
新小文字病院総院長
新行橋病院総院長
呼吸器センター　　
統括センター長

伊藤　翼

福岡和白病院
院長

池友会グループに呼吸器センター　統括センター長として安元 公正先生をお迎えしました。

今回、特別インタビューとして、今後の展望などを語って頂きました。

宗 哲哉 能勢 直弘 吉松 隆

新小文字病院
呼吸器外科部長

新行橋病院
呼吸器外科部長

福岡和白病院
呼吸器外科部長
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院内ニュース 福岡和白病院

九州代表として参加！ メディカルラリー

５月30日千葉で行なわれた全国17チームが集っ
たメディカルラリーに参加しました。
メディカルラリーとは、医療チームが模擬患者を

診察して、限られた時間内にどれくらい正確に応急
処置を行なうことができるかを競う技能コンテス
トのことです。
医療チームは救急医療を専門としている医師・看

護師・救急救命士などで編成されます。実際の現場
を想定して再現された「シナリオステーション」で
は迅速で正確な応急処置を傷病者に対して正しく
観察を行い、全身固定、人工呼吸、点滴確保、薬剤
投与などを行ないます。
今回は、九州の代表チームとしてソフトバンク

ホークスのユニフォームを身にまとい、徳田医師、
田中看護師、後田看護師、楠本看護師、井上救急救
命士、矢山救急救命士の６名でチームを組んで参加
しました。当日は、大規模災害、院内での急変、バ
イオテロ、通り魔事件等の７つのシナリオステー
ションがありました。あまり起こりえないようなシ
ナリオも盛り込まれており、慌ててしまったり、解
かなくても良い問題に目が向いてしまいタイム
オーバーになったりと主催者の罠に引っかかるこ
ともありましたが、日常の業務では経験できないこ
とが体験でき、色々と学ぶことも多かったです。ま

た、この日に向けて何カ月も前から業務後に集まっ
て対策を行ったことも、知識や技術だけでなく、
チームワークの面でも有意義でした。合計得点では
２位でしたが、ステーションごとに点数配分が異な
り平均化する関係で結果として５位でした。福岡で
もメディカルラリーは開催されますので、興味のあ
る方は見に来て頂ければ、救急や医療の現場を知っ
て頂ける良い機会になると思います。

福岡看護専門学校は、福岡和白病院に
隣接する形で平成２年４月に第１回生
を迎えてから20年が経ちました。
その間の医療界の発展は目ざましく、
医療現場で求められる看護師の役割も
大きくなっていることを感じます。
そのような時代に、「人間愛・自己実
現」を教育理念に広く看護界の期待に応
えられる人材を輩出する専門学校とし
て教育活動に取り組んで参りました。平
成22年３月までに卒業生・修了生は
2962名を数え、全国各地様々な方面で
活躍しています。今後も、人間性豊かな
人格の陶冶と看護に必要な知識及び高
度の技術をもち、社会に貢献できる有能
な看護師を育成して参りますので、学生
そして学校への皆様のご指導を宜しく
お願い致します。

ナイチンゲール生誕祭
　　～１日看護師長～

５月12日は、「クリミアの天使」とも呼ばれた
フローレンス・ナイチンゲールが生誕した日で
す。彼女は、専門教育を施した看護師の養成の必
要性を説き、ナイチンゲール看護学校を創設し、
現在に近い看護婦養成体制を整えました。
そのナイチンゲールの業績を称えて、地域の方
に看護師業務、そして福岡和白病院を理解して頂
くために、「１日看護師長」を行いました。参加
された方からは、「患者やお見舞いとは、逆の立
場で現場を見ることができ、いろいろな役割を知
ることができた」、「設備が充実していた」、「ス
タッフが明るく患者さんも癒される」など多くの
感想を頂きました。
ナイチンゲール本人は、「天使とは、美しい花
をまき散らす者でなく、苦悩する者のために戦う
者である」という言葉を残しています。天使と言
う言葉に込められた想いを感じて頂ける良い機
会になっていれば幸いです。

福岡看護専門学校 おかげさまで開校20周年

記念式典で挨拶をされる
学校長 中野盛夫

４年半かけて、自転車で世界
一周された株式会社ミキハウス
坂本 達氏に記念講演を頂きました。
「夢に向かって！
　　　今、あなたのできること」
　～自分の可能性を信じて～

創始者 蒲池真澄 古稀の祝い

　福岡和白病院の創始者、蒲池真澄顧問が古稀を

迎えました。

　古稀は70歳を指します。昔は70歳まで生きる方

は、字の如く稀であったため、長寿の祝いとされ

ていますが、最近では平均寿命も延び、今ではすっ

かり老け込む歳ではなくなり、蒲池顧問も現役バ

リバリです。患者様のために日々情熱を持って取

り組むことが究極のアンチエイジングなのかもし

れません。

模擬患者の診察をする
徳田医師

バイオテロを想定し
防護服を着用

蒲池顧問の十八番「憧れのハワイ航路」を大合唱 実際に看護を体験

ヘリポートで集合写真
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地域医療により大きく貢献！！
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介護百人一首

福岡和白病院の基本理念と基本方針
基本理念

基本方針
手には技術、頭には知識、患者様には愛を

1．高 度 医 療

2．チーム医療

3．地 域 医 療

学問的に、技術的に高い水準の医療を提供します。
そのために必要な施設・設備整備の拡充に努めます。
患者様の目線に立った安全で安心できるチーム医
療を提供すべく、急性期医療から、早期リハビリ、退
院支援までニーズに沿った医療を提供します。
いつでも誰でも安心して利用できる、救急医療に重
点を置いた地域の中核病院を目指し、地域の医療・
福祉施設と密接な連携を推進します。
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